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附属幼稚園で の継続的な観察の意味を探る

: 学生 は何を感じ, 何を考えたの か

滝 口 圭 子
*

保育者を養成す る 4 年制大学, 学部 に あ っ て は , 4 年間 とい う 長期的視野 に立 ち なが ら, 各 年次 の 個 々 の 授業

を 具体化 して い く必要が あ る ｡ 本研究で は , 保育者養成教育課程 の 2 年目に 在籍す る学 生 が, 大学 の 授 業に お い

て 何を 契機 と して ど の よう な変容 を遂 げ て い く の か を 探る こ とを 目的 と し, 2 年次前期授業 に お け る 附属幼稚園

で の 継続的な観察を通 して 見受け られ る 学生 の 意識の 変容を追 っ た｡ 学生 の 意 識の 変容 に つ い て は , 学生 が 提出

す る レ ポ
ー

トをテ キ ス ト マ イ ニ ン グ の 手法 を用 い て 分 析す る こ と に よ り 追跡 し た ｡ 2 0 0 6 (平 成 1 8) 年 度前期

｢ 幼児数百万法｣ 受講者 1 0 名の 計 4 回の 観察 レ ポ
ー

トを分析 した結栄, 主と して 子 どもの 活動 を記述す る傾向か

ら
, 保育者と 子 どもの 関係性 に着目 し, 両者の や り 取り を よ り具体的に 把握 す る 傾向 へ と推移 して い た ｡

キ
ー

ワ
ー

ド : 教員養成, 保育 者養成, 幼児教育, 観察, 教育 課程

教員養成や大学経営を巡る課題が各所で 提起される昨

今, 教員養成大学や学部は現在の 日本が直面 して い る

｢教育｣ の課題を見据え つ つ ,
大学や学部が存在する地

域が抱える ｢ 教育｣ の 課題を敏感に 反映しながら ｢ 教員

養成｣ に取り組まねばな らな い ｡ 所属して い る地域か ら

切実に求められる大学や学部た ろうとする努力が , 程度

の 差はあれ全国の 大学や学部にお い て続けられ て い る で

あ ろう ことば想像に 難くない ｡ そ う した現状に お い て ,

保育者を養成す る 4 年制大学, 学部 に あ っ て は, 2 年間

で幼稚園教諭免許 (2 種) と保育士資格を取得で きる近

隣の 2 年制短期大学と共同して 担う役割とともに , 4 年

制大学, 学部が率先して 担 っ て いく べ き役割との 両者を,

的確 に把握し且 つ 周囲に 情報公開して いく責務が これま

で以上 に課せられ て い る とい え よう｡

安藤 (20 0 0) は , 保育者養成における短期大学生の 成

長を記述して い る｡ 具体的には ,
短期大学生が教育 ･ 保

育実習後に , 実習中に 遭遇した エ ピ ソ
ー

ドを白身で 取り

出し, エ ピ ソ
ー ドが生じた場で の 学生自身の 対応とそ の

理由や ,
実習後に 改め て エ ピ ソ

ー ドに 向き合う こ とで 得

られた新たな気づ きや発見を ｢ 考察｣ と して まとめ , 他

学生と協議する過程で , ひ とり ひ とりの子 どもを理解 し,

そ の 内面を読み取る力を培 っ て いく様子を紹介して い る｡

安藤 ( 20 0 0) の 論考か ら ,
｢4 年制大学, 学部が率先 し

て 担 っ て い く べ き役割｣ の 輪郭を示すと考えられる以下

の 2 点を指摘 した い ｡ ま ず ,
｢ ゆ っ くりと流れる時間｣

で ある｡ 安藤 (2 0 0 0) は , 2 年制短期大学は 4 年制大学

とは異な り, 学生がゆ っ くりと時間をかけ て , 多方面か

ら保育に つ い て 学び , 研究を進め て い くと い う時間的余

裕がな い こ とを指摘して い る ｡ 論考で は ,
そ う で あるが

* 三 重大学教育学部幼児教育講座

故に , 2 年制短期大学に お い て は 2 年間と いう短い期間

に何を伝え て いく べ きな の かを積極的に模索して いく姿

勢を提起して い る ｡ 次 に , ｢ 自ら築く子 ども理 解｣ で あ

る｡ 安藤 (2 0 0 0) に よ れば, 平成元年の幼稚園教育要領

の改訂とそ れ に続く保育所保育指針の改訂以前は, 保育

者養成校に お い て は子 どもの前に立 っ た時に すぐに役立

つ保育技術の指導に力が注がれ て おり, 子 どもを遊ばせ

るため の環境の整え方や指導の テ ク ニ ッ ク の伝授に重点

が置かれると い う傾向があ っ た ようだ｡ し か し, 幼稚園

教育要領及び保育所保育指針の改訂を経た今は, 以上 の

ような保育技術の習得の必要性を自覚しながらも, 保育

者養成校は, 子 どもに何をどう教えるかと い っ た保育技

術の伝達で はなく, 子 どもの よりよ い発達の援助者とな

るため に
, 子 どもを正 しく理解す る力を育て る こ と に重

点を置く べ き で はな い か と問い か ける ｡ 以上 か ら, ｢4

年制大学, 学部が率先して担 っ て いく べ き役割｣ の
一

側

面と して ,
｢ ゆ っ くりと流れ る時間｣ の 中で 学生が ｢自

ら築く子 ども理解｣ を丹念に支援し, 将来的に子 ども理

解の エ キ ス パ
ー トと して活躍できる保育者を養成す る こ

とが挙げられる の で はな い かと考える｡

上述 の ｢ 自ら築く子 ども理解｣ は, 単
一

の 授業 で成し

遂げられるもの で は決し て なく ,
4 年間の 教育課程を通

して醸成して いくもの で ある｡ 4 年間とい う長期的視野

に立 ちながら, 各年次の個 々 の授業を具体化して いく必

要がある ｡ 4 年間を過ごす 中で も, 学生の 子ども理解に

大きな変容をもたらす契機となる の が教育実習で あろう｡

大西 ･ 秋山 (2 0 0 3) は , 保育者養成短期大学 1 年生を対

象に , 観察 ･ 参加実習を経た学生 が, 子 どもに会えるだ

け で感動す る体験から, 白身が持 っ て い る思 い込み の子

ども像との葛藤を経て , 子 どもの概念を拡大し, 子 ども

ひ とりひ とりが違う こと へ の気 づ きを得て いく過程を記
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述 した o ま た , 重成 . 上 田 ･ 小池 (2 0 0 5 ) は , 保育者轟

成短期大字 1 年生か見学 ･ 観察実習を経て , 総体的に個

と集団の 両方 へ と視点を広げ, 保育者主 体か ら幼児主体

へ と指導理念を転換し, 子 ども の 育ちを促す観点を摂待

した こ とを報告して い るo

三重大学教育学部に 所属す る学生 の 多くは , 主 た る取

得教諭免許の 教育実習を 3 年次後期に 行 っ て い る ｡ 短期

大学とは 実習の 体系が異な る もの の , 実習か学牡 の 自発

的な変容を生 み 出す ひ と つ の 大き な契機で あ る こ と は同

様で あ る と考え られ る｡ そ の 場限り の
一

大イ ベ ン ト に位

置づ けられ て しまう可能性を秘め て い る教育実習を , 学

生 の 成長に確実に つ fj: げ て い く た め に は , 教育課程と し

て
, 実習前後の授業を有機的に構成して いく必要がある｡

そ こ で 本研究で は , 教育実習に 行く前年度に 当た る 2 年

次前期に おける望まし い 授業構築を目指し. ま ず . 保育

者養成教育課程の 2 年目に 在籍する学生が . 大字 の 授業

に お い て 何を契機と して ど の ような変容を遂げて いく の

か を探る こ と を目的とす るo 具体的に は , 2 年次前期授

業におけ る附属幼稚園で の 継続的1j: 観察を通して 見受け

られる学生の 意識 の 変容を追う o 字Ji i の 意識 の 変容に つ

い て は, 学生が提出す る レポートを テ キ ス ト マ イ ニ ン グ

の 手法を用 い て 内容分析す る こと に よ り明らか に す る ｡

テ キ ス ト マ イ ニ ン グ は , 膨大な テ キ ス トデ ー

タ を解析す

る こ とを通し て , 言葉 の パ ター ンや規則性を発見して 知

識や 情報を得る技術 ( 斉藤 ･ 宮腰 ･ 赤 星 ･ 岡本 ･ 境涯 ･

杉野, 2 0 0 5) で あ り ,
主 と して マ ー

ケ テ ィ ン グ リ サ
ー

チ

の 一手法と して 研究開発が 進め られ て い る れ そ の -
一

方

で , 養護教諭特別別科学生を対象と し. 授業参観後 ( 斉

藤 ･ 星 田 ･ 宮腰 ･ 津島 ･ 市村, 2 0 0 6 ) や 養讃実習終了後

( 斉蕗ら , 2 0 0 5) の 感想文を分析して 字/t =. の 学 びをとら

え る試み も続けられ て い る ｡ テ キ ス ト マ イ ニ ン グ に より

一 定数の テ キ ス ト の 分析が可能に な る が , 特定 の 草生 が

記 した 文字資料を手作業に より分析する こ と か ら得 られ

る有益な情報も あり, 両方 の 情報を総合的に解釈して い

く姿勢が必要で あ ろう c

方 法

調査対象 20 0 6 ( 平成 1 8) 年度前期 ｢ 幼児教育jl 法｣

を受講し た 二 重大学数青学部幼児教育 コ
ー ス 2 年生 10

名 で あ っ た o

軽業科目 受講者 : 授業料目名 ｢幼児数百万法｣ は授業

料目名 ｢幼児 の 生活と保育｣ と別科目同内容開講で あり,

｢ 幼児 の 生活と保育｣ と して 人間発達科学課程 4 年生 1

名及 び 3 年生 1 1 名計 1 2 名 か受講して い た o 受講学生全

2 2 名 は 2 劫三に 分か れ , 各班 4 回ず つ 観察を行 っ た ｡. 皮

業計画を表 1 に示す ｡ 授業目的 : シ ラ バ ス 上及び初回 の

オ リ エ ン テー シ ョ ン に お い て , 授業目的と して 以下 の 3

点を学生 に伝え た o (f l子 どもを ｢ み る｣ こ と の 難しさ と

楽 しさを知る ｡
(富) 3 か 月間の 子 ど も の 変化を自ら の 視点

で と らえ る
｡

･
･豊･他学生 の 発表を聞く ことを通して , 現象

を複眼的にと らえる態度を養う ｡ 観察内容 : 観察か ら問

題を発掘す る こ ととし, 観察す る対象 (子ども ･ 保育者 .

子 どもと子ども ･ 子 どもと保育者等) や 現象 ( も の の 取

り合 い ･ 先Lf-
I

.
の 取 り合 い ･ 順番 の 交渉 ･ 協力場面等) に

関して 明確 な指定や 制限は設 け1j: か っ た o 第 1 回 の 観察

級, 大学 に お い て 中間発表を行い , 教員や他学生と の や

り取りを通して . 各日, 問題 ･ 別勺 ･ 方法 の 明確化を図 っ

た ｡ 問題
･ 目的 ･

方法と は , ｢ 自 分 は 子どもや 7- ども の

環境 に関する ど の ようなl^] 零 に , ど の よ う な理由で 問題

意識を抱き ,
ど の よ うな方法で 子 どもや子どもの 環境を

追跡す る の か に関す る情報｣ と し た ｡ 残り 3 回の 観察後,

大学 にお い て 最終発表を行 っ た ｡ 最終発表で は , 計ヰ 回

の 観察を通 じて 収集した 事例や デ
ー

タ を分類, 分析, 解

釈して 作成した最終 レポ- 卜に つ い て 質疑応芥を行 っ た ｡

最終発表にお い て 教員や他学生か ら指摘され た 点に 関し

て 加筆, 修正を行 っ た 改訂版最終レポー トを附撰幼稚園

蓑1 20 0 6 (平成 18) 年度前期 ｢ 幼 児教育方 法｣ 授業計 画
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附鶴幼稚園で の 継続的な 観察 の 意味を探る : 学生は 何を感じ. 何を考え た の か

に提出し た ｡

分析対象 幼児教育 コ - ス 2 年生 10 名 の 第 1 回か ら第

4 回ま で の 観察 レポ
ー トを 対象と し, フ リ1 ア ン サ

ー

分

析 ソ フ ト を用 い て分析し た ｡ 観察 レポ
ー ト に つ い て は

,

初回 オ リ エ ン テー シ ョ ン時 に , 授業終了後に電子デ
ー

タ

で の 提出を求める こ とを伝え て お い た ｡

結果と考察

第 1 回から第 4 担ほ で の 各回 の 観察レポ ー ト に お い て

多く登場した名詞上位 4 個を表 2 に示す ｡ ま た , 各回 の

上 位名詞 4 個を特定キ
ー ワ ー ドに指定し , 関連性 の 強い

キー ワ ー ド (名詞 ･ 動詞) 同士が近くに 配置されるよう

マ ッ ピ ン グ し た ( 図 1 - 4) o 関連性 の 強さ は , 同じ テ キ

_

T 7i]

匡司

匡コ
匡∃

ス ト中 の 同時出現朔度 の 多さか ら算出され る o

表 2 か ら特定キ
ー

ワ
ー

ドの 推移を探ると. 第 i 回, 節

2 回 の レポートで は年中, 年長, 男 の 子, 女の子と い っ た

子どもを示す名詞が多く使用 され て い た れ 第 2 回から

保 育者, 先生が登場し. そ の 後第 3 回, 第4 回と最も頻

繁に現 れ る名詞とな っ て い っ た こ とがわか る o そ の こ と に

伴い子どもを示す名詞は減少 して い っ た o 次 に キ- ワー ド

マ ッ ピ ン グに つ い て は , 第 1 回 レポ ー トの マ ッ ピ ン グ ( 国

1) で は, 特定キー ワ - ドに リ ン ク する ノ ー ドが少なく距

離も遠か っ た .｡
こ の ことか ら

, 第 1 回 レ ポ
ー トの特定キ

ー

ワ ー ドは, 各学生が それぞ れ の レ ポ ー

トで 使用した回数は

多い が .
あ る学生が同じ レポートに使用したキー ワ

ー ドが

多様で統
一

的で な い可能性かうかがえ る o し か し, 第 2

固 レ ポ- ト以降は特定キ
-

ワ
- ドへ の リ ン ク が増加し, 第
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滝 口

2 回 レ ポ - 卜の マ ッ ピ ン グ ( 図 2) で は 特定キ
ー

ワ
ー ド

｢ 男 の 子｣ ｢ 女 の 子｣ の リ ン クか , 第 3 回 レ ポートの マ ッ

ピ ン グ ( 図 3) で は . 特定キ
ー
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附属幼稚園で の 継続的な観察の 意味を探る : 学生 は何を感じ, 何を考えた の か

自分の主観を入 れ て観察 して おり, 子 ども の あり の まま

の姿や現象の真相を正確に把握で き て い な い こ と に気 づ

き
, 第 2 期観察で は子 どもや現象を客観的に とらえよう

と努力した こ とがうかがえる｡ 授業 に おける意識や態度

の変化と して は, (彰全体に目を向けられる よう に な っ た,

②全体を見る中で も 1 人 1 人をよく見るよう に な っ た,

③観察し て も っ と知りた い と いう気持ちに なり自分で文

献等を調 べ た, と い っ た内容が挙げられ て い る｡ レ ポ ー

ト の キ ー

ワ
ー ド マ ッ ピ ン グ に お い て は, 第 1 回 ( 図 1)

と第 2 回 ( 図 2) の 間 に大きな構造の変容が認め られ
,

そ れ以降は構造に お い て は大きく変化して いるわ けで は

な い ｡ 学生が自ら総括した自分た ちの 変容の 契機と内容

は
,
キ ー

ワ
ー ドマ ッ ピ ン グで 得られた構造の 変容を裏付

けるもの とな っ て い ると い えよう｡

本研究で は, 保育者を養成する 4 年制大学, 学部が 4

年と い う ｢ ゆ っ くりと流れる時間｣ の 中で 学生が ｢ 自ら

築く子ども理 解｣ を丹念 に支援す る ことを提起 し, ｢ 自

ら築く子 ども理解｣ を培う重要な機会となる実習の前後

の授業を有機的に構成 して いく こと の必要性を踏まえ,

2 年次前期における授業の在り方を検討 した｡ そ の結果,

以下 の 2 点を提起した い ｡ ま ず, 実習 に行く前に , 保育

現場に実際に足を運び, 自ら の 目で子 どもや現象を把握

す る こと で ある｡ 次 に , 学生 が抱い た感想や意見に 対し

て
, 教師が直接的に修正 を加える の で はなく, 学生同士

の相互作用を中心 に据え, 学生 白身が気づきを築い て い

く環境を構成する こ と で ある｡ つ まり, ｢ 自 ら築く子 ど

も理解｣ の ため に は, 子 どもが生活す る姿を学生が実際

に 目にす る ことが必要で あり, ま た学生が仲間とともに

成長す る力を教師が信じ, 学生 に課題解決を委ねる こと

も有効に機能す る で あろう｡ そ し て , 教師が学生ととも

に何度も現場に 出向き, 学生 の成長を待 つ ため に は, そ

れ だけ の ｢ ゆ っ くりと涜れる時間｣ が必要となる の で あ

る｡

鈴木 ･ 田中 (19 9 8) は , 4 年制大学 3 年生に お い て ,

授業 で提示され た事例 へ の判断内容が ｢子どもを外側か

ら捉え た理解｣ か ら ｢子 どもを外側か ら捉え た理 解 ･

"

子 どもが - 自分か ら - し よう とす る
''

を 捉えた理解｣

に至る こ とを示した｡ ま た, 小林 ･ 後藤 (20 0 4) は , 敬

育実習を終えた 4 年生 1 名の 保育場面を ビデオ に録画し,

学生自身が自己評価をす るとともに , 4 年生 3 名と ビデ

オを見ながらカ ン フ ァ レ ン スを行う こ と で , 遊 び に おけ

る新し い方向性が見出せ たり, 自分 で は気づか なか っ た

子どもの気持ちを知る ことが で きた こ とを明らか に した｡

本研究で は 2 年次前期のみ を分析の 対象としたが , 今後

は後期も含めた 1 年間, 更 に は入学から卒業まで の 4 年

間を視野に入 れ, 保育者を養成す る 4 年制大学, 学部 に

おける学生 の変容を記述し概括す る作業が求められる ｡

そ し て得られた結果を踏まえ ,
4 年間の教育課程の 望ま

し い在り方を模索し, 提起して いく必要が ある｡

引用文献

安藤節子 20 0 0 保育者養成に おける学生の成長 発達,

83
,
9 - 1 5 .

小林真 ･ 後藤香織 20 0 4 学生の 保育者として の 資質を

高める こ とば可能か ? : ビデ オ視聴とケ
ー

ス カ ン フ ァ

レ ン ス を通じて 富山大学教育実践セ ンタ
ー

紀要, 5 ,

1 - 6 .

大西道子 ･ 秋山有美子 200 3 保育者養成に おける学生

の 成長過程 : 観察 ･ 参加実習に おける子 ども理解 保

育士養成研究, 2 1 , 2 9 - 3 6 .

斉 藤ふ くみ ･ 星 田正治 ･ 宮腰由紀子 ･ 津島ひ ろ江 ･ 市村

国夫 200 6 中学校保健体育科授業参観後の感想文の

内容分析の試み : 養護教諭特別別科学生を対象とし て

熊本大学教育実践研究, 23 , 1 6 1 - 1 7 0 .

斉藤ふくみ ･ 宮腰由紀子 ･ 赤星有加 ･ 岡本智子 ･ 猿渡真

由美 ･ 杉野愛子 2 00 5 養護実習終了後に おける感想

文の 内容分析の試み : 養護教諭特別別科学生を対象と

し て 熊本大学教育学部紀要, 54 , 2 0 3 - 2 1 0 .

重成久美 ･ 上 田淑子 ･ 小池美知子 2 00 5 保育者養成課

程に おける学生の保育場面の理解の変容過程に関す る

研究 : 1 年次 の 見学 ･ 観察実習の経験を通して 今治

明徳短期大学研究紀要, 29 , 4 1 - 5 1 .

鈴木政勝 ･ 田中吉資 19 9 8 学生 に おける保育判断の変

化 : 保育者養成と関連して 教科数青学研究, 16 , 9 3 -

1 0 9 .

謝 辞

本研究の実施に ご協力い ただきました三重大学教育学

部附属幼稚園の皆様, そ し て子どもたち に心 より感謝申

し上げます ｡ ま た, 本研究に おける幼児教育 コ ー ス の 学

生の学びは, 人間発達科学課程の学生との 相互作用がな

けれ ば成立 しなか っ た と言 っ て も過言で はありません ｡

人間発達科学課程の皆さん は本研究に欠かせな い大切な

メ ン バ ー

で し た｡ 深謝申し上 げます ｡ 本研究で の 相互作

用が皆さん の学び に も貢献して おります よう願 っ て や み

ません ｡

- 3 7 -



稚 口 圭 子

′

丁◆~alて

≠授 業｢ 幼 児教育方 法
･ 幼児 の 生活と保育｣ デ=: 戦 レポート紹介

環講養の 目的
･

子 どもを｢ み る｣ ことの 難しさと楽しさを知るo
･

3 か 月間 の 子 どもの変化を自 らの 視点で捉 える｡
･ 地学 生の 発表を聞くことを通 して . 現象を複眼的に捉える態度を養う.

烏受講者
･ 幼児教育コ ー ス 2 年生1 0 名
･ 人間発達科学課程 4 年生1 名3 年生1 1 名

馬授業計画
某1 - 3 回

4/1 2 . 1 9 , 2 6
オリエ ンテーション

( 大学)
･ .
{ : 二■｣~-

嘗4 .

5 回
5 /1 (】

.
1 7
第 1 姻観察( 毎回 の レポート提出)

( 恥Zt 幼 稚園) 間魔と目的の 明確 化

隻6 , 7 巨】
5 /2 4 . 6 /T

中 間発表

( 大学) 問 題
.

目的
,

方 法の 確 立

業8 - 1 3Ea

( 恥At 幼稚園)

6/ー4 , 2 1
.
2 8

7/ 5 . 1 2 . 1 9

筈2 期観察( 毎回 の レポート提出)

各 自が設定 した 目的と方法 に基 づく

事例 . デ
ー

タ収集

篭1 4 .

ー5回

( 大字)
7/ 2 5 . 2 6 麦

◆

. :. ≡

学 籍番 号 氏 名 研 究 テ ー マ

2 0 5 0 1 1 岩 田 鶴子 おままごとの 違い

2 0 5 0 1 3 上 山千晶 仲間 入りの 仕方 における友 達との やリとり

2 0 5 0 2 1 小野佑子 幼児 の 自己 主弓長と先 生の 対 応: 約束

2 0 5 0 4 4 菅谷英美 子どもの 発 想力と工 作

2 0 5 0 4 g 薗 田 春香 複数の 子 どもたちに接するときの 保育者の 対応

2 0 5 0 5 1 高 橋典子 3 歳児 の 他 人を思い や る行動に つ い て

2 0 5 0 6 0 谷 田 真希 幼児 の 自己 主張の毒量産と方 法に つ い て

2 0 5 0 7 9 中山郁絵 5 歳児 の 性 別に よるあそぴの 違い

2 0 5 0 g 5 平田 梢 ごつ こ遊 びから子どもの 興味を探 る

2 0 5 1 1 9 山田 真代 多数 の子 どもE = 注意 を向けf= 保育者の 関わリ方

＼

､
､

･

一

子 ども目線

今まで
- ･

子 どもと
一 緒に いることが楽しい

+ ; 先生目線

変化 -
･

見て. 考えて . 新しい 発見が

あることが楽しい

E]
す みれ 組( 4 歳児) の 子 どもたちは告 白分 の 霜 を聞 い て ほしくて1= まら

ない 様子 でしたJ 先生 ! ｣ と叫 び続ーナる子もい れ ば.
( 先生 に気づい て

i もらえずに) がつ かリしたリ . あきらめf = リしで昂 つ て いく子 もい ます p ヨ

期 頃- rI I= ヂ二r
′

芸ん の ヰとも1!-‡@ 手] = ｣ 7= し
､ 7
L 兼 卦 i 嬢 看 の 手 近の 告い

重 責;篭と L 7j: ちに ,TJ =. て L 慕う しり亡fゴ
{
J- い か丁.iと思 いました □

E]
今回 の 観 寧で , 客観 的l = 観 察す ることの 墨筆 性 がわかリましf= D 私 は

前回 の観 察で i J ≡FLミに 弔して さ分 の 主観空 入れ T 苧ナ= 力
し
ナ二i

p
. に i

'

=.＼ ;_
-y .

2 ん の 子と むに 六 L丁L.
.

う~ろ中 て 先王 ｢三東 児の 空しヽを鬼謀 と L.て し 3
:

うと菖

期 して L 凱 ､ 童 L ヒ
ロ
しか し今 日の 扱 襲 で 子どもの思 い を見 落として い る

先生 はい ませ んでした それぞれ の 先生 が色 々 な形で幼 児の 思い をく

E] み 取 つ て い ました .... 中略... 先生 は常 に 動き回つ てい て 色
々な場 所に

1 意図 的に移動 することで 色々 な子と触れ 合うことがで きるんだと思 いま

回 した
. また . 先 生がr 後 でしよう｣ という｢ 約束 ｣ をして い ましT= ' 私は こ 0)

｢ 約束 ｣ が- つ の更 に なつ てくるの で はない かと思い ます o

I

3 回 の 低寧 を縫 えて : 観察 は拷問 のようでした... . 子 どもf= ちがとて も巣
しそうに遊 んで い るのに一緒 に遮ペ ない し 一幸割= 遊 ばうと言われ てち
ごめ んね つ て 断 らなくてはい けない し . 何度 観察 を放 棄して遊 んで しま

2 えと患つ た か,__ □ で も今 観察 を終えて観 察
の すごさというか 棄F* らしさ

期

第

を実 感して い ます . 以前 は子 どもたちと遊 んでい るときに- 度 に どつ と
喋リか けられたり 子 どもが予期 せぬ 行動 をすると慌 てず に先生 らしい

振る舞い をしなくてはと思つ てか えつ て パ ニ ックになつ てい ました . しか

3 し専雷 て この 子 は弓
｡言う濁 i_

'
て い うの た

7
j うとか 発生 はこういうときこん

回 p
'

J 対応 をT 吉ん 7 = とカ, そニ ケら- 多 引い T こ∃号タて 見i-二と三
こ
で 享. 実

際に子 どもたちと手書する時もこ
r

dL せか 藷ち青い て 対 応す ることが できるよ
うになリました ら

最

中 間発 表 の 時 点で. 私は1 対3 0 人 の保 育 項痘
で は先 生は 子どもの 圭

醍
.

要 求を見 落としがち になつ てしまうの で はない か と考えそれを間 遠

親 して い たが 第2 期横 車で は幼児 の 思い を見 落として い る先生 はい
終
なか つ たように 聖 う むしろ先生 達の T 子 どもの 思い をくみ取 ろう. 漏 ら

Eヨ さない よう( = しよう｣ という董 が見ら れ ,
t f' ,

:.: L= とf ま.冒..巻
と丁 ,つ

､

一旦-.
.

?

'

L と

さてi L ､ か で は 丁 く 5;
i

/ .
,;

.
とさ;

<
( し
､
ように l _ 上うとい う:

i

;I

.
1 い カ

､ 毛IJ y- :
'

i い ひ

とい うこと =i の てl :i- T
_
A- し ､ か ということ( =

_
この 枝寧 で五 づくことがで きた u

策成長の過程

第1 期観察

子 どもの 中に 入 っ て 白

中間発表

第2 期観察 客観 的に 見ようと努力

全体に 目を向けられ るように なっ た ｡

その 中でもl 人 1 人 をよく見る｡

新しい発 見がそれぞれに あっf = ｡

観察してもっ と知LJ た い という気持ちになり

自分で 文献等 を調 べ た D

人 間発達の 学生との

視 点 . 観 察力の 違いを

日 の 当 たL) に する o
- ありの ままの 姿 .

真相を正 確lこ把握

できてい ない ことに

気づく ｡

子 どもっ て

おもしろい ! -

38

イ ごめんね . 今遊 べ ないの｣
･

個別の 事例を抽象化.
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